
 

（適格請求書の写しの保存期間等） 

【答】  

適格請求書発行事業者には、交付した適格請求書の写し及び提供した適格請求書に係る電磁

的記録の保存義務があります（消法57の４⑥）。 

この適格請求書の写しや電磁的記録については、交付した日又は提供した日の属する課税期

間の末日の翌日から２月を経過した日から７年間、納税地又はその取引に係る事務所、事業所

その他これらに準ずるものの所在地に保存しなければなりません（消令70の13①）。 

（参考） 仕入税額控除の要件として保存すべき請求書等についても、同様です（消令50①）。 

  

問 79 交付した適格請求書の写しや提供した適格請求書に係る電磁的記録については、何年間保

存が必要ですか。【令和５年 10月改訂】 


